
国
語
科
一
年 

五
月
課
題
プ
リ
ン
ト
③ 

漢
字
と
熟
語 

（  

）
組 

（  

）
番 

名
前
（                              

） 

一 

次
の
言
葉
の
説
明
文
と
し
て
正
し
い
も
の
を
ア
～
エ 

か
ら
え
ら
び
な
さ
い
。 

説
明 

ア 

記
号
な
ど
か
ら
作
ら
れ
た
文
字
。例
・一
、二
、上
、下 

イ 

も
の
の
形
か
ら
作
ら
れ
た
文
字
。例
・山
、川 

ウ 

漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
文
字
。
意
味
を
表
す
意
符
、

音
を
表
す
音
符
に
分
か
れ
て
い
る
。例
・板
、清 

エ 

漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
文
字
。例
・森
、男 

 

二 

次
の
漢
字
の
部
首
の
名
前
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な

さ
い
。 

 

① 

話
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

② 

河
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

③ 

利
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

④ 

間
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤ 

茶
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥ 

宝
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑦ 

国
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧ 

近
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

三 

次
の
（  

）
の
意
味
に
な
る
音
読
み
の
漢
字
二
字
の

熟
語
を
作
り
な
さ
い
。 

 

１ 

（
熱
い
湯
）  

２ 

（
水
の
泡
） 

３ 

（
最
も
高
い
こ
と
）  

４ 

（
限
り
の
無
い
こ
と
） 

  

音
と
訓
に
つ
い
て 

□
の
中
に
「
音
」
か
「
訓
」
か
書
き
な
さ
い
。 

 

…
中
国
で
の
発
音
を
も
と
に
し
た
読
み
方
。 

 

…
日
本
で
考
え
ら
れ
た
読
み
方
。 

 

 

四 

次
の
熟
語
の
音
と
訓
の
組
み
合
わ
せ
を
、
後
の
記
号

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

① 

試
合        

② 

強
気        

 

③ 

運
動        
④ 
青
空        

 

ア 

音
＋
音 
   

 

イ 
訓
＋
訓 

ウ 

音
＋
訓
（
重
箱
読
み
） 

エ 

訓
＋
音
（
湯
桶
読
み
） 

 

五 

次
の
漢
字
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

初
対
面
の
人
に
話
し
か
け
る
。
（  

 
 
 
 
 
 
 

）  

② 

梅
雨
の
季
節
に
入
る
。    

 

（    
   

   

） 

③ 

硫
黄
の
に
お
い
。  

 
 
 
 
 
 
 

（  
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

④ 

小
豆
で
お
菓
子
を
作
る
。  

（  
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤ 

衣
食
住
の
足
り
た
生
活
。  

（  
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥ 

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
。  

 

（  
  

  
  

  

） 

  

③
会
意
文
字 

 

①
象
形
文
字  

  
④
形
声
文
字 

 

②
指
示
文
字 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

  



一
年
生
国
語
科 

五
月
課
題
プ
リ
ン
ト
③  

 

 

（  

）
組 

（  

）
番 

名
前
（                              

） 

 

一 

次
の
言
葉
の
説
明
文
と
し
て
正
し
い
も
の
を
ア
～
エ 

か
ら
え
ら
び
な
さ
い
。 

説
明 

ア 

記
号
な
ど
か
ら
作
ら
れ
た
文
字
。例
・一
、二
、上
、下 

イ 

も
の
の
形
か
ら
作
ら
れ
た
文
字
。例
・山
、川 

ウ 

漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
文
字
。
意
味
を
表
す
意
符
、

音
を
表
す
音
符
に
分
か
れ
て
い
る
。例
・板
、清 

エ 

漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
文
字
。例
・森
、男 

 

二 

次
の
漢
字
の
部
首
の
名
前
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な

さ
い
。 

 

① 

話
（ 

ご
ん
べ
ん 

 

） 

② 

河
（
さ
ん
ず
い
へ
ん
） 

③ 

利
（ 

り
っ
と
う 

） 

④ 

間
（
も
ん
が
ま
え 

） 

⑤ 

茶
（
く
さ
か
ん
む
り
） 

⑥ 

宝
（
う
か
ん
む
り 

） 

⑦ 

国
（
く
に
が
ま
え 

） 

⑧ 

近
（
し
ん
に
ょ
う 

） 

 

三 

次
の
（  

）
の
意
味
に
な
る
音
読
み
の
漢
字
二
字
の

熟
語
を
作
り
な
さ
い
。 

      

  

音
と
訓
に
つ
い
て 

□
の
中
に
「
音
」
か
「
訓
」
か
書
き
な
さ
い
。  

 

音 
 
 

…
中
国
で
の
発
音
を
も
と
に
し
た
読
み
方
。 

 

訓  
 

…
日
本
で
考
え
ら
れ
た
読
み
方
。 

  

四 

次
の
熟
語
の
音
と
訓
の
組
み
合
わ
せ
を
、
後
の
記
号

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

① 

試
合  
ウ     

② 

強
気   

エ       

③ 

運
動  

ア     
④ 

青
空   

イ     

ア 

音
＋
音 

    
イ 
訓
＋
訓 

ウ 

音
＋
訓
（
重
箱
読
み
） 

エ 
訓
＋
音
（
湯
桶
読
み
） 

 

五 

次
の
漢
字
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

初
対
面
の
人
に
話
し
か
け
る
。
（
し
ょ
た
い
め
ん
）  

② 

梅
雨
の
季
節
に
入
る
。  

 
 
 

（  

つ
ゆ 

 
 
 

） 

③ 

硫
黄
の
に
お
い
。  

  
  

 
  

（  

い
お
う 

  

） 

④ 

小
豆
で
お
菓
子
を
作
る
。  

（  

あ
ず
き 

 

） 

⑤ 

衣
食
住
の
足
り
た
生
活
。  

（
い
し
ょ
く
じ
ゅ
う
） 

⑥ 

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
。  

 

（
か
の
う
せ
い 

） 

 

③
会
意
文
字 

 

①
象
形
文
字  

エ イ 
④
形
声
文
字 

 

②
指
示
文
字 

ウ ア 

熱 

湯 

最 

高 

水 

泡 

無 

限 

１ 

（
熱
い
湯
） 

２ 

（
水
の
泡
） 

３ 

（
最
も
高
い
こ
と
）  

４ 

（
限
り
の
無
い
こ
と
） 

漢
字
と
熟
語 

 


